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1－メチルシクロプロペン（トmethylcycIopropene）  
（別紙1）  1－メチ／レシクロプロペン   

基準値  
農産物名  案   基準値  

PPm  Ppm  PPm   

りんご   0．01  申  く0．01（＃）．く0．01（＃）   

日本なし   0．01  申  〈0．01   

西洋なし   申  0．01  （日本なし参照）   

かき   0．01  申  く0．01   

審議の対象   農薬の食品中の残留基準の設定   

経緯   農薬取締法に基づく新規の農薬登録申請に伴〔、要請があったもの。   

構造式   △  
CH3   

用途   農薬／植物成長調整剤   

作用機構は、植物体中のエチレン受容体と結合することによるエチレンの  
作用機構  生理作用の阻害である。その結果として処理した収穫後果実の貯蔵性あ  

るいは日持ち性が向上すると考えられている。   

適用作物   農薬登録申請：りんご、なし、かき   

我が国の登録状況   農薬登録はない。（新たに農薬登録申請がなされたものである。）   

国際基準は設定されていない。  

諸外国の状況  カナダにおいてりんご、トマト等に、EUにおい七豆類等にiニュージーラン  

ドにおい七果実及び野菜に基準値が設定されている。   

「経口暴露による厳密な意味での一日摂取許容量を求めることはできない  

と考えられた。しかしながら、作物残留試験の嘩果、1－メチルシクロプロ  

ペンの残留量は極微圭であり、農薬登録申請における使用方法で適切に  

使用される限りにおいては食品を通じてヒトの健康に影響を与える可能性  
食品安全委員会における食  
晶健康影響評価結果   

「なお、吸入暴露試験で得られた無毒性量の最小値であるラットを用いた9  

0日間亜急性吸入毒性試験の0．95mg／kg体重／日から敬え七ADlを算出  

するとすれげ、安全係数1000（種差：10、個体差‥10、短期試験のため：  

10）で除した0．00095m〟kg体重／日が得られる。」   

基準値案   
別紙1のとおり。  

残留の規制対象物質：1－メチルシクロプロペン（親化合物）のみ   

TMDl／ADI比は、以下のとおり。  

TMDl／ADi比  

（％）  

国民平均  1．4  
暴露評価  

幼小児（1～6歳）   3．2  

妊婦   1．1  

高齢者（65歳以上）   1．8  

TMDI：理論最大一日摂取量（TheoretjcalMaximumDailyZntake）   

意見聴取の状況   
平成22年3月30日に在京大使館への説明を実施  
今後、パブリックコメント及びmo通報手続きを予定   

答申案   別紙2めとおり。   

－13－  －14－   



（別紙2）   
答申（案）  

1－メチルシクロプロペン   

残留基準値  

食品名  
l〕l⊃m   

りんご   0．01   

日本なし  0．01   

西洋なし   0．01   

かき   ．01  



プロチオコナゾール（ProthioconazoIe）  農薬名  プロチオコナゾール  （別紙1）  

参：琴基準値  

基準値   基準値  
農産物名  

作物残留試験成績  
棄   現行   
Dpm  DPm  ロDm   PPm  DDm   

′ト革   0．07  1T  0．05  0．0  アメリカ  lく0・02．く0，02t＃八n＝17Jt米国小栗・玄茨り Iく0．02－0．05（n≡16）（カナダ小麦・玄兼）Ⅰ   
大麦  0．35  

【く0．02－0．09（n＝10）（米国大麦・玄ま）】  
IT  0．05  

ライ麦  0．05  0．05   
その他の穀類   0．05  0．05  オート麦 ライコムギ   

0．15  
【く0．05－0．12（n；20）（米国だいず・種子）】  

大豆  IT   0．1     【く0．05（n＝1）（カナダだいず・種子り   

小豆類   0．9  
【くD．05－0．25（m＝8）（米国小豆類・種子）】  

1T  【く0・05－0．13（n＝2）（カナダ小豆埼・種子）】  
【く0．05－0．34（m＝6）（米国えんどう豆）】  

えんどう   0．9  1T  【〈0■05－0．66（mこ7）（カナダえんどう豆）l  

らつかせい   0．02  0．02  
その他の豆類   0．9  1T  0．  ーアメリカ   

てんさい   0．25  IT  0．2  ア刈カ  【く005－017（肝12）（米国てんさい）】   

なたね   0．15  
【く0・02－0．09（n≡6）（米国なたね・種子）】  

1T  0．05  0．1  アメリカ   【く0．02－004（n三16）（カナダなたね・仲子）】   

牛の柘肉  0．2  IT  0．2  0．0  
膵の筋肉  02  0．2  
その他ク）植膵哺乳掛こ属する動物の肪肉   0．2  lT   0．2  
牛の脂肪  0．1  IT  0．01  
膵の脂肪  00  0．01  
モ〝1他の脚一州用瀬lこ鵬する動的の肺肪   0．1  lT   0．01  
牛の肝臓   0．2  1T  0．2  
隔三の肝臓   0．2  IT  0こ2  
その他レ）l蝋机桐Ltliに抽する鵬1カの刑■l   0．2  IT  0．2  
牛の幣般   0．2  止  0．2  
l探の幣臓   0．2  】T  0．2  
その他〟）睡沌哺乳柚こAする動的のY手織   0．2  1T  0．2  
準の食用部分   0．2  1T  0．2  
順の食用酢分   0，2  】T  ．0．2  
そゾ：他〝）拙糾Ii札■佃こ捕ナる掛物の仕Jl川持分   0，2  lT  0．2  
乳   0．02  1T  0．004  
私の肝臓   0．02  1T  
その他の家きんの肝臓   0．02  1T  0．02  7メ川   

審議の対象  農薬の食品中の残留基準の設定   

経緯   インポートトレランス制度に基づく基準設定の要請があったもの。   

l－？lo＝cl   ノ・ク  

構造式  

怯 
H   

s  

用途 農薬ノ殺菌剤  

トリアヅール系殺菌剤  
作用機構  脂質生合成経路中の2，4－メテレンジヒドロラノステロー・ルのC14位の脱メ  

テル化を阻害することにより殺菌作用を示すと考えられている。   

適用作物／適用病害虫等  インポートトレランス申請：穀類、豆類、畜産物等／うどんこ病等   

我が国の登録状況   農薬登録はない。   

諸外国の状況   
穀類等に国際基準が設定されている。  

半国、カナダ、EU、オーストラリアにおいては、穀類及び畜産物に基準値  

が設定されているd   

許容－El摂取量（ADI）0．011mR：／kE体重／dav  

食品安全委員会における食     ［設定根拠ト2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット・混餌）   

品健康影響評価結果   無毒性量1・1mg／kg体重／day  

安全係数100   

別紙1のとおり。  

基準値案  残留の規制対象物賞：プロチオコナゾール（親化合物ほび代謝物M17  

（ただし、畜産物においてはこれら2化合物の抱合体を含む）・   

暴露評価   TMDI／ADl比は、以下のとおり。       TMDl／ADl比 （％）      国民平均  －6．5    幼小児（1～6歳）  14．2    妊婦  5．7    高齢者（65歳以上）  6．1    TMDl：理論最大一日摂取量（TheoreticalMaximurnDailyI。tak。）   
意見聴取の状況   

平成22年3月30日に在京大使館への説明を実施  
今後、、パブリックコメント及びmo通報手続きを予定   

答申案   別紙2のとおり。   

（＃）これらの作物班留試験は、申摘の範朗内で釈放が行われていない。  

ー17－  －18－   



答申（案）   

プロチオコナゾール  

（別紙2）  

※今回残留基準を設定するプロチオコナ  
ゾールとは、プロチオコナゾール及び代謝物  
M17の和をいい、畜産物にあっては、これら2  
化合物の包合体を含むものをいう。  

（注1）その他の穀類とは、穀類のうち、米、小  
麦、大麦、ライ麦、とうもろこし及びそば以外  
のものをいう。   

（注2）いんげん、ささげ、サルタニ豆、サルタ  
ピア豆、バター豆、ホワイト豆、ライマ豆及び  
レンズを含む。   

（注3）その他の豆類とは、豆類のうち、大豆、  
小豆類、えんどう、そら豆、らつかせい及びス  
パイス以外のものをいう。  

残留基準値  
食品名  

nnm   

0．07   
大麦   0．35   
ライ麦   0．05   
その他の穀類膿⊥ノ   0．05   
大豆   0．15   
′」、豆類l圧Zノ   0．9   
えんどう   0．9   
らつかせい   0．02   
その他の豆類ほ3ノ   0．9   
てんさい   0．25   
なたね   0．15   
牛の筋肉   0．2   
啄の筋肉   0．2   
その他の陸棲哺乳類に属する動物（注4）の筋肉   0．2   
牛の脂肪   0．1   
豚の脂肪   0，Ol   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪   0．1   
牛の肝臓   0．2   
豚の肝臓   0．2   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   0．2   
牛の腎臓   0．2   
豚の腎臓   0．2   
その他の陸棲l哺乳類に属する動物の腎臓   0．2   
牛の食用部分t杜bノ   0．2   
豚の食用部分   0．2   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分   0．2   
乳   0．02   
鶏の肝臓  0．02   
その他の家きん（注6）の肝臓   0．02  

（江4）その他の陸棲哺乳類に属する動物と  

は、陸棲哺乳矧こ属する動物のうち、牛及び  
腰以外のものをいう。  

（注5）食用部分とは、食用に供される部分の  
うち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部分  
をいう。  

（江6）その他の家きんとは、家きんのうち、鶏  
以外のものをいう。   



スピロメシフエン（Spirome＄ifen）  （別紙1）  スピロメシフェン   

参考基準値  
基準値  外国  作物残留  試験成績  

農産物名  秦   

小麦   0． 0．03  ‘アメ  カ  t詳細は都  全輪青書参照】   
大麦   0．01  0．01  アメ    l詳細は都  会報告暮さ照】   

とうもろこし   0．02  0．02  アメ    【く0．Ol（n＝18）（  米国とうもろこし）】   

その他の穀類  0．01  0．Ol  0．03  アメ  カ   一光国′ト兼  、大ま参照I   

ばれいしよ   0．02  0．02  0．02  アメ  カ  【く0．01（n三14）（  米E削ま山、しょ）l   

さといも類   0．02  0．02  【米国ばれ  いしょ参照】   
かんしよ   0．02  0．02  アメ  【米国ばれ  いし上参照l   

やまいも   0．02  0．02  ‘ アメ  l米E酌まれ  いしょ参照I   

その他のいも類   0．02  0．02  仇02  アメリカ  l米屋ばれ  いしょ参照J   

てんさい   0．01  0．01  0．03  アメリカ   【詳細は卸会  会報告書参照】   
クレソン   12  12  12  アメリカ   I米田レタス、l  王うれんそう瑚削   

キャベツ   2．0  2．0  lO．017一ユ．9】0（n一  三6）（米田キャベツ）I   

芽キャベツ   2．0  2．0  リカ  【米国プロツコリ  ー、キャベツ鯵剛   
ケール   12  12  【米国か  らしな梨照l   

きような   12  リカ   t米国か  らしな参照】   

チンケンサイ   12  12  【米国か  らしな㊨照】   
カリフラワー   2．0  2．0  【米国プロツコリ  ー、キャベツ参照J   

【0．01ト0．713（n   
ブロッコリー   2，0  2．0  リ   
その他のあぶらな科野菜   12  12  アメ  リカ   【米国か  らしな参照l   

チコリ   12  12  アメ  カ  l半周レタス．l  ユうれんそう葦照】   

エンダイブ   12  12  アメ  
しゆんぎく  12  12  

レタス  12  12  

その他のきく科野菜   12  12  12  アメ  カ  【米皿レタス、  

パセリ   12  12  12  アメ  カ  【米田レタス、  

その他のせり科野菜   12  12  12  アメ  カ  【米ロレタス．  

0．09．い．31／0．1：l  

トマト   3  0．7  ○・申  0．45  アメリカ．  1．0餌‡）．0．   
J，J   

【0．0131－8．0569  （lド5）（栗田ピーマ  

ピーマン   3  0．45  申  

なす   2  0．45  申  0．6  6．1．00   

その他のなす科野菜   0．45  0．45  0．45  アメリカ   【0．0500028（n三  2）いIと回しうがらし）】   

きゆうり（ガーキンを含む。）   0．1  0．1   0．10   アメリガ   【0．01ト仇034（n  ＝6）（米田きゆうり）1   
かぼちや（スカッシュを含む。）   0．1  0．1  リカ  【米回書ゆうり、ノ  ノンクローブ科料】   

しろうり   0．1  0．1  【米国きゅうり、■  ノ／ンクローブち照】   

すいか   申                                                   0．3  0．1  0．08（  ‡）．く0．03   

メロン塀果実   0．1  0．1  リカ  【0．016旬．072（h＝る）  （兼Mカンタロー：りl   

まくわうり   0．1  0．1  I米国きゆテり、  カンタローブ参照】   

その他のうり科野菜   0．1  0．1  0．10  アメ  リカ  l米国きゆうり、  カンタロトープ参些l   

ほうれんそう   12  12  12  アメリカ   【0，3耶一8．h5（n＝8）  （米国ほうれんそう）】   
しようが   0．02  0．02  0．02  アメリカ  【米国ばれ  いし上参皿】   

その他の野菜   i2  12  12  アメリカ   l米国レタス、′  まうれんそう参照】   

りんご   2   2  0．8  6．0，37   

日本なし   2  2  0．5  6，0．34   

西洋なし   2  20O （F本尤  王し参l照）   

もも   0．2   申  く0．03．く○  ．03（果肉）   

ネクタリン   申  0．5  u．0、44   

あんず（アプリコットを含む）   5  申  （うめ  参照）   

すもも（プ′レーンを含む）   0．7  申  0．24  【，），0．09   

うめ   5  申  2．14  （‡）．0．＆6   

おうとう（チェリーを含む）   5  5  2．6  3．2．66   

いちご   2．0  2．0  2．0  アメリカ   【0．28－1．鋸（肝  8）（米国いちご）】   

その他の果実   0．45  d．45  0．45  アメリカ   【米田きゅうり、メ  ロン斬果実参府I   

審議の対象   農薬の食品中の残留基準め設定   

経緯   農撃取締法に基づく適用拡大申請に伴う要請があった皐の。   

構造式   
。  

？H3 J   ”JC‾訂C”慧0ゝ0      ＼ノ 甜3 

H3C   

用途   農薬／殺虫剤   

環状ケトエノール系殺虫剤  
作用機構  アブラムシ類、コナジラミ類及びハダニ類等のアセテルC。Aカルポキシラ  

－ゼを阻害することにより殺幼虫、殺卵効果を示すと考えられている。   

適用作物／適用病害虫等  適用拡大申請；ミ土トマト、もも、ネクタリン等／ハダニ類、コナジラミ類  

我が国の登録状況   茶等に農薬登録がなされている。   

国際基準は設定されていない。  

諸外国の状況  
米国及びカナダにおいて、とうもろこし、アブラナ科野菜、いちご、乳等に、  
EUにおいて、いちご、トマト、豆等に、ニュ⊥ジーランドにおいて、ピー⇒  

ン、トマト、きゆうり等に基準値が設定されている。   

許容⊥日摂取量（ADI）0月22mg／kg体重／dムv  

食品安全委員会における食     ［設定根拠】2世代繁殖試瞼（ラット・混餌）   

品健康影響評価結果   無毒性量2．2nlg／kg体重／day  
安全係数 叩0   

別紙1のとおり。  

基準値案  
残留の規制対象物賞：  

農産物については、スピロメシフェン及び代謝物Ml。  
畜産物については、スピロメシフェン、代謝物Ml」M2及びM2の抱合体。   

EDI／ADl比は、以下のとおり。  

ED［／ADI比 

（％）  

暴碍評価  
国民平均   3 

幼小児（1－6歳）   76．2  

妊婦   29．8  

高齢者（65歳以上）   40．8  

EDI：推定－E）摂取丑（EstimatedDailyIntake）   

意見聴取の状況   
平成22年3月30日に在京大使館への説明を実施  

今後、パブリックコメント及びWTO通報手続きを予定   

答申案   別紙2のとおり。  

－2卜  ー22－   




